  2004年度 伊藤ゼミ 募集要項                                            
伊藤ゼミのご説明は随時行っています。伊藤ゼミの活動内容について詳しくお知りになりたい方は、伊藤敏朗のホームページ　http://www.rsch.tuis.ac.jp/~ito/　を参照してください。

１.伊藤敏朗ゼミ研究テーマ

A) 映像メディアリテラシーの獲得　―映像メディアリテラシーの実践的能力の獲得のため，チームにわかれて映像制作を実践し、学内外で発表する。

B） 映像メディアのパブリックポリシーの研究 ―映像メディアが及ぼす社会的影響について調査・分析し，これをより良く用いるための諸施策のあり方について研究する｡ 個人研究により卒業論文にまとめる。
A) を3年次の翔風祭までチーム活動で、その後、B）を4年次の翔風祭までに個人研究で行う。
２.参加の要件・その他
＊既にシラバス等で告知されている要件
　(1)映像による自己表現や、メディアの社会的影響に関する研究に強い情熱を持つ者。 
　(2)原則としてビデオ制作演習I・IIを履修している者（必須ではない）。
　(3)土・日曜日や休暇中のロケ撮影・研究調査等の活動に参加できる者（交通費・宿泊費・食費等の参加費用のうちの相当額は自弁となります）。 

＊その他の要件

　(1)チームワークで作品制作を行うので、基本的な生活習慣が身についている者（夜寝て朝起きる、約束の時間は守るなど成人としての当然の行動ができる者）。
　(2)絶対に遅刻・欠席をしない者。
　(3)その他、当ゼミ活動の内容について理解し、卒業までその課題に懸命に取り組むことができる者。
【解説】
· 伊藤ゼミでは映像コミュニケーション研究の試みのひとつとして、映像作品制作の実践教育を行っていますが、映像業界への就職のための教育訓練を目的とするものではありませんし、そのための斡旋等は行っていません。就職指導については、就職課の定める関連行事等に自己責任で参加して下さい。

· 作品は学生自身が企画し制作し出演して完成させるものです。教師が課題を課したり、レールをひいてあるわけではありません。各人の積極的で粘り強い創作意欲を必要とするものですから、ご承知下さい。

・作品制作活動のために、土・日曜日や休暇中のロケ（合宿）撮影・研究調査等の活動が多数あり、そのための費用（交通費・宿泊代等）は自弁となります。アルバイトのためにこれらの活動を欠席することは認めませんので、日程・費用面でのご準備をお願いします。（2004年度夏合宿は7月下旬～8月初旬のうちの7泊8日程度、ゼミ生全員参加で実施します。5月のGW中にも合宿を検討中です。ほかの課外活動やメディア社会実習等と重複しないように日程が調整できる方のみ、当ゼミを志望して下さい。）

· 作品制作活動には、明るく楽しく、真剣かつ集中力をもって臨んで下さい。協調性をもち、連絡・報告・相談を欠かさず、決して遅刻・欠席をしてはなりません。これらの行動ができないと観察された者は、活動途中であっても制作活動への参加をお断りし、個人研究に専念して頂きます。これは、活動中の事故を未然に防止するために絶対に必要な措置ですので、十分なご理解をお願い申し上げます。
・当ゼミは、各種大学行事（オープンキャンパス、講習会等）、ゼミ主催の活動（情報大映画祭等）、その他の研究活動（伊藤や4年生の論文研究）や演習室の維持管理清掃等の業務を担っており、ゼミ生はこれらの労務に無償で協力して頂きます。（これらも土日曜日の開催が多いです。）

· 映像制作は経験値を高めることが習得の道であり、そのための活動を奨励しています。このため、ゼミ決定者は、2003年12月に「顔あわせ会」を行って、仮チームを編成し、自主的な制作活動に着手して頂くことになりますので、積極的に参加して下さい。
３．第1期選考要領について
　伊藤ゼミを第１志望とする方は、学科指定申請書を、11月26日（水）までに教務課に提出するとともに、次の要領を守ってください。
（1） 提出物：下記の要領にて 11月26日（水）迄に提出して下さい（任意＝提出しなくても良い）。

（2） 面接：下記の要領にて、11月26日（水）迄に1回（場合によっては提出後も）、伊藤と面接して下さい（必須＝この面接を受けずに、教務課にのみ申請書を提出しても希望を受理しません）。

（１）提　出　物　（任意）　
　　『伊藤ゼミに入ったら、制作してみたい作品の構想』（任意＝提出しなくても良い）
自分がこれから創ってみたい映像作品の企画書・シナリオ・絵コンテなど。必ずしも、シナリオの形式に完成している必要はないが、具体的に制作内容が理解可能なもの。大学内で製作実現が可能な規模であること（『こころ北にありて』程度のものなら実現可能と考えてよい。）
＊フロッピーディスクにwordで入力のうえ、プリントを添付して（封筒にフロッピーとプリントを一緒に入れ　

　て）提出すること。
＊良い企画については、実際にゼミにおける課題作品として実制作することがあります。
＊提出先・提出期限＝７５９伊藤研究室内のポストに、11月26日（水）午後5時までに投函して下さい。

　（２）面　接　（必須）　

　　　　11月26日（水）までに伊藤と面接をして下さい（短時間で済みます）。場所・日時は随時です。平日の日中、759研究室、または1階映像演習室の周辺などにいますから、つかまえて下さい。

　　　　●この後の選考期間（11月27日～12月4日）の間に、伊藤より呼び出しをして、再面接をすることがあります（Eメールにて呼び出します）のでご承知下さい。

○選考結果発表（第1期所属決定発表）は、12月5日（金）に教務課より行なわれる予定です。

４．第2期選考要領について　
　前項までの選考方法・過程によってもゼミ生を決定できなかった場合は、原則として学科の定める日程・方法のもとに第2期選考をおこないます。その他、志望者へのご連絡は、Ｅメールで行います。
　　
５．2004年春休み中の活動と、「顔あわせ会」の実施（2003年12月予定）について

ゼミ決定メンバーには、2004年春季休業中より自主的な制作活動に着手して頂きます。2003年12月に「顔あわせ会」を実施しますので、この会に必ず出席してください。

参考　学科の定める日程(仮日程： 正しくは11月17日の全体ゼミ説明会の要領に従うこと)

　11/25,26 申込提出(教務課)/ 11/27～12/4 選考期間/ 12/5 選考結果発表/ 12/5～12 第2期募集期間/  12/11,12 第2期申込 / 12/15～18 第2期選考期間 /  12/19最終選考結果発表（所属確定）
